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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される映像データの解像度および垂直周波数の組合せを検出する映像検出部と、
　外部に接続される映像受信装置に予め記憶されている解像度および垂直周波数の組合せ
に関する情報を、前記映像受信装置から読み出す読出部と、
　前記映像検出部によって検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で除算し
た値が１でない場合に、その値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および出力
垂直周波数の組合せであり、かつ、前記読出部によって読み出された解像度および垂直周
波数の組合せの中に存在する値を、出力解像度および出力垂直周波数の組合せとして設定
する設定部と、
　前記設定部によって設定された出力解像度および出力垂直周波数の組合せに、映像デー
タを変換して、前記映像受信装置に出力する映像変換部とを備え、
　前記設定部は、前記映像検出部によって検出された映像データの垂直周波数を出力垂直
周波数で除算した値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数
の組合せが、前記読出部によって読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に複
数存在する場合、出力解像度が最も高い出力解像度および出力垂直周波数の組合せを設定
し、前記映像検出部によって検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で除算
した値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合せが、
前記読出部によって読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に存在しない場合
、所定の出力解像度および出力垂直周波数の組合せを設定する、映像処理装置。
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【請求項２】
　入力される映像データの解像度および垂直周波数の組合せを検出するステップと、
　外部に接続される映像受信装置に予め記憶されている解像度および垂直周波数の組合せ
に関する情報を、前記映像受信装置から読み出すステップと、
　検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で除算した値が１でない場合に、
その値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合せであ
り、かつ、読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に存在する値を、出力解像
度および出力垂直周波数の組合せとして設定するステップと、
　設定された出力解像度および出力垂直周波数の組合せに、映像データを変換して、前記
映像受信装置に出力するステップを映像処理装置に実行させる映像処理プログラムであり
、
　検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で除算した値が整数となる出力垂
直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合せが、読み出された解像度および
垂直周波数の組合せの中に複数存在する場合、出力解像度が最も高い出力解像度および出
力垂直周波数の組合せを設定させ、検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数
で除算した値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合
せが、読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に存在しない場合、所定の出力
解像度および出力垂直周波数の組合せを設定させる、映像処理プログラム。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設定された出力解像度および出力垂直周波数に映像データを変換して出力す
る映像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＢＤプレーヤ、ＡＶアンプおよびディスプレイ装置がＨＤＭＩケーブルを介して接続さ
れるシステムが採用されている。ＢＤプレーヤで再生された映像データは、ＡＶアンプを
介してディスプレイ装置に出力される。
【０００３】
　ディスプレイ装置は複数の解像度および垂直周波数で画像を表示することができ、表示
可能な解像度および垂直周波数の種類がＥＤＩＤとして、内部に設けられたＰＲＯＭに予
め記憶されている（例えば、特許文献１）。ＡＶアンプは、接続されているディスプレイ
装置からＥＤＩＤを読み出して、ＥＤＩＤからディスプレイ装置が表示可能な解像度およ
び垂直周波数の組合せに関する情報を読み出す。ＡＶアンプは、ディスプレイ装置が表示
可能な解像度および垂直周波数の組合せの中から例えばユーザ操作に応じて１つを選択し
、出力解像度および出力垂直周波数として設定する。ＡＶアンプは、ＢＤプレーヤから受
信した映像データを設定された出力解像度および出力垂直周波数に変換し、ディスプレイ
装置に出力する。
【０００４】
　最近、フルＨＤの約４倍の高解像度として、４Ｋ２Ｋといわれる高解像度が登場してき
ている。４Ｋ２Ｋには、垂直周波数を含めて表現すると、3840x2160 30Hz、3840x2160 25
Hz、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hzが存在する。ユーザは、これらの４Ｋ２Ｋの解像度
のうち、どの解像度を出力解像度に設定すればよいかを理解することが困難である。例え
ば、ディスプレイ装置が3840x2160に対応している場合であっても、４Ｋ２Ｋには3840x21
60 30Hz、3840x2160 25Hz、3840x2160 24Hzの３組が存在するので、どちらが最適である
かを理解することができない。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２００７－７９１７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記従来の課題を解決するためになされたものであり、その目的は、入力され
る映像データ、および、映像受信装置が対応している解像度および垂直周波数の組合せに
応じて、最適な出力解像度および出力垂直周波数の組合せを設定する映像処理装置を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の好ましい実施形態による映像処理装置は、入力される映像データの解像度およ
び垂直周波数の組合せを検出する映像検出部と、外部に接続される映像受信装置に予め記
憶されている解像度および垂直周波数の組合せに関する情報を、前記映像受信装置から読
み出す読出部と、前記映像検出部によって検出された映像データの垂直周波数を出力垂直
周波数で除算した値が１でない場合に、その値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解
像度および出力垂直周波数の組合せであり、かつ、前記読出部によって読み出された解像
度および垂直周波数の組合せの中に存在する値を、出力解像度および出力垂直周波数の組
合せとして設定する設定部と、前記設定部によって設定された出力解像度および出力垂直
周波数の組合せに、映像データを変換して、前記映像受信装置に出力する映像変換部とを
備え、前記設定部は、前記映像検出部によって検出された映像データの垂直周波数を出力
垂直周波数で除算した値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周
波数の組合せが、前記読出部によって読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中
に複数存在する場合、出力解像度が最も高い出力解像度および出力垂直周波数の組合せを
設定し、前記映像検出部によって検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で
除算した値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合せ
が、前記読出部によって読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に存在しない
場合、所定の出力解像度および出力垂直周波数の組合せを設定する。
【０００８】
　また、本発明の好ましい実施形態による映像処理プログラムは、入力される映像データ
の解像度および垂直周波数の組合せを検出するステップと、外部に接続される映像受信装
置に予め記憶されている解像度および垂直周波数の組合せに関する情報を、前記映像受信
装置から読み出すステップと、検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で除
算した値が１でない場合に、その値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および
出力垂直周波数の組合せであり、かつ、読み出された解像度および垂直周波数の組合せの
中に存在する値を、出力解像度および出力垂直周波数の組合せとして設定するステップと
、設定された出力解像度および出力垂直周波数の組合せに、映像データを変換して、前記
映像受信装置に出力するステップを映像処理装置に実行させる映像処理プログラムであり
、検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で除算した値が整数となる出力垂
直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合せが、読み出された解像度および
垂直周波数の組合せの中に複数存在する場合、出力解像度が最も高い出力解像度および出
力垂直周波数の組合せを設定させ、検出された映像データの垂直周波数を出力垂直周波数
で除算した値が整数となる出力垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合
せが、読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に存在しない場合、所定の出力
解像度および出力垂直周波数の組合せを設定させる。
【発明の効果】
【００１２】
　入力される映像データ、および、映像受信装置が対応している解像度および垂直周波数
の組合せに応じて、最適な出力解像度および出力垂直周波数の組合せを設定する映像処理
装置を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の好ましい実施形態によるＡＶアンプ１およびディスプレイ装置３０を示
すブロック図である。
【図２】制御部７の処理を示すフローチャートである。
【図３】制御部７の処理を示すフローチャートである。
【図４】制御部７の処理を示すフローチャートである。
【図５】制御部７の処理を示すフローチャートである。
【図６】垂直周波数の変換を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の好ましい実施形態によるＢＤ（ブルーレイディスク）プレーヤ、ＡＶア
ンプ（本発明の映像処理装置に対応）およびディスプレイ装置（本発明の映像受信装置に
対応）について、図面を参照して具体的に説明するが、本発明はこれらの実施形態には限
定されない。
【００１５】
　図１は、ＡＶアンプ１およびディスプレイ装置３０を示すブロック図である。ＡＶアン
プ１には、ＨＤＭＩケーブルを介してＢＤプレーヤ２０Ａが接続され、アナログ映像ケー
ブルを介してＢＤプレーヤ２０Ｂが接続されている。ＡＶアンプ１には、ＨＤＭＩケーブ
ルを介してディスプレイ装置３０が接続されている。
【００１６】
　ＡＶアンプ１は、ＨＤＭＩ受信部２と、ビデオデコーダ３と、映像処理部４と、ＨＤＭ
Ｉ送信部５と、音声処理部６と、制御部７と、メモリ（ＲＯＭ、ＲＡＭ等）８、操作表示
部９と、ＨＤＭＩ入力端子１０と、アナログ映像入力端子１１と、ＨＤＭＩ出力端子１２
とを備える。
【００１７】
　ＨＤＭＩ受信部２は、ＢＤプレーヤ２０ＡからのＨＤＭＩデータを、ＨＤＭＩ入力端子
１０を介して受信する。ＨＤＭＩ受信部２は、ＨＤＭＩデータから元の映像データ（ＨＤ
ＭＩ変換前の映像データ）を生成し、映像処理部４に供給する。ＨＤＭＩ受信部２は、Ｈ
ＤＭＩデータから元の音声データ生成し、音声処理部６に供給する。
【００１８】
　ビデオデコーダ３は、ＢＤプレーヤ２０Ｂからのアナログの映像信号を、入力端子１１
を介して受信し、デジタルの映像データに変換し、映像処理部４に供給する。
【００１９】
　映像処理部４は、制御部７の指示に応じて、ＨＤＭＩ受信部２から供給される映像デー
タおよびビデオデコーダ３から供給される映像データの中から、映像処理すべき１つの映
像データを選択する。映像処理部４は、選択した映像データについて、映像処理（本例で
は、解像度および垂直周波数の変換処理）を実行し、ＨＤＭＩ送信部５に供給する。つま
り、映像処理部４は、制御部７によって設定された出力解像度および出力垂直周波数の組
合せに、映像データを変換して出力する。
【００２０】
　ＨＤＭＩ送信部５は、映像処理部４から供給された映像データ、および、必要に応じて
音声処理部６から供給された音声データを、ＨＤＭＩデータに変換して、出力端子１２を
介してディスプレイ装置３０に送信する。ＨＤＭＩ送信部５は、ＴＭＤＳラインを介して
ディスプレイ装置３０のＨＤＭＩ受信部３１に接続されている。
【００２１】
　音声処理部６は、ＨＤＭＩ受信部２から供給された音声データに対して、信号処理、増
幅処理、Ｄ／Ａ変換等の処理を実行し、外部に接続されたスピーカー６０に音声信号を供
給する。また、必要に応じて、音声処理部６は、音声データをＨＤＭＩ送信部５に供給す
る。
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【００２２】
　制御部７は、メモリ８に格納されているプログラムを実行することによって、ＡＶアン
プ１の各部を制御するものであり、例えばマイコンやＣＰＵ等である。制御部７は、ＨＤ
ＭＩのＤＤＣラインを介して、ディスプレイ装置３０のＰＲＯＭ３４に接続され、ＰＲＯ
Ｍ３４からディスプレイ装置３０で表示可能な解像度および垂直周波数の組合せに関する
情報を含むＥＤＩＤ（Extended Display Identification Data）を読み出す。
【００２３】
　制御部７は、現在入力されている映像データの解像度および垂直周波数の組合せの情報
を、映像処理部４に検出させ、映像処理部４から取得する。制御部７は、現在入力されて
いる映像データの解像度および垂直周波数の組合せ、および、ディスプレイ装置３０で表
示可能な解像度および垂直周波数の組合せに基づいて、ディスプレイ装置３０に映像デー
タを出力する際の出力解像度および出力垂直周波数の組合せを設定する（設定とはメモリ
８に記憶することを意味する）。
【００２４】
　詳細には、制御部７は、映像処理部４によって検出された映像データの垂直周波数を出
力垂直周波数で除算した値が整数となるような出力垂直周波数を含む出力解像度および出
力垂直周波数の組合せであり、かつ、ディスプレイ装置３０から読み出された解像度およ
び垂直周波数の組合せの中に存在する値を、出力解像度および出力垂直周波数の組合せと
して設定する。
【００２５】
　例えば、ＡＶアンプ１が映像データを４Ｋ２Ｋである3840x2160 30Hz、3840x2160 25Hz
、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hzに変換可能である場合（なお、これらの変換可能な解
像度および垂直周波数の組合せはメモリ８に予め記憶されている）、映像データの垂直周
波数が６０Ｈｚであれば、3840x2160 30Hzが、６０Ｈｚ÷３０Ｈｚ＝２であり、整数とな
る。従って、ディスプレイ装置３０から読み出された解像度および垂直周波数の組合せの
中に3840x2160 30Hzが存在する場合、3840x2160
30Hzが出力解像度および出力垂直周波数として設定される。
【００２６】
　または、ＡＶアンプ１が映像データを４Ｋ２Ｋである3840x2160 30Hz、3840x2160 25Hz
、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hzに変換可能である場合、映像データの垂直周波数が５
０Ｈｚであれば、3840x2160 25Hzが、５０Ｈｚ÷２５Ｈｚ＝２であり、整数となる。従っ
て、ディスプレイ装置３０から読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に3840
x2160 25Hzが存在する場合、3840x2160
25Hzが出力解像度および出力垂直周波数として設定される。
【００２７】
　好ましくは、映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で除算した値が整数となる出力
垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合せが、ディスプレイ装置３０か
ら読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に存在しない場合、制御部７は、４
Ｋ２Ｋのうち所定の解像度および垂直周波数の組合せである3840x2160 24Hzに設定する。
【００２８】
　例えば、ＡＶアンプ１が映像データを４Ｋ２Ｋである3840x2160 30Hz、3840x2160 25Hz
、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hzに変換可能である場合、映像データの垂直周波数が６
０Ｈｚであれば、3840x2160 30Hzが、６０Ｈｚ÷３０Ｈｚ＝２であり、整数となる。しか
し、ディスプレイ装置３０から読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に3840
x2160 30Hzが存在しない場合、3840x2160
24Hzが出力解像度および出力垂直周波数として設定される。
【００２９】
　例えば、ＡＶアンプ１が映像データを４Ｋ２Ｋである3840x2160 30Hz、3840x2160 25Hz
、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hzに変換可能である場合、映像データの垂直周波数が５
０Ｈｚであれば、3840x2160 25Hzが、５０Ｈｚ÷２５Ｈｚ＝２であり、整数となる。しか
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し、ディスプレイ装置３０から読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に3840
x2160 25Hzが存在しない場合、3840x2160
24Hzが出力解像度および出力垂直周波数として設定される。
【００３０】
　好ましくは、映像データの垂直周波数を出力垂直周波数で除算した値が整数となる出力
垂直周波数を含む出力解像度および出力垂直周波数の組合せが、ディスプレイ装置３０か
ら読み出された解像度および垂直周波数の組合せの中に複数存在する場合、制御部７は、
出力解像度が最も高い出力解像度および出力垂直周波数の組合せを設定する。
【００３１】
　例えば、ＡＶアンプ１が映像データを４Ｋ２Ｋである3840x2160 30Hz、3840x2160 25Hz
、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hzに変換可能である場合、映像データの垂直周波数が２
４Ｈｚであれば、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hzが、２４Ｈｚ÷２４Ｈｚ＝１であり、
整数となる。これらが共にディスプレイ装置３０から読み出された解像度および垂直周波
数の組合せの中に存在する場合、出力解像度が最も高い4096x2160 24Hzが最適な値である
ので、出力解像度および出力垂直周波数として設定される。
【００３２】
　ディスプレイ装置３０は、ＨＤＭＩ受信部３１と、表示部３２と、制御部３３と、ＥＤ
ＩＤ　ＰＲＯＭ（以下、ＰＲＯＭという。）３４と、操作部３５と、音声処理部３６と、
スピーカー３７と、ＨＤＭＩ入力端子３８と、メモリ（ＲＯＭ、ＲＡＭ等）３９とを有す
る。
【００３３】
　ＨＤＭＩ受信部３１は、ＨＤＭＩ送信部５からのＨＤＭＩデータを、ＨＤＭＩ入力端子
３８を介して受信し、ＨＤＭＩデータから元の映像データを生成し、表示部３２に供給す
る。ＨＤＭＩ受信部３１は、ＨＤＭＩデータから元の音声データを生成して、音声処理部
３６に供給する。
【００３４】
　表示部３２は、ＨＤＭＩ受信部３１から映像データが供給され、映像データに基づいて
映像を表示するものであり、例えば、ＬＣＤ、ＰＤＰ等である。
【００３５】
　音声処理部３６は、ＨＤＭＩ受信部３１から供給された音声データを、信号処理、増幅
処理、Ｄ／Ａ変換等の処理を実行し、スピーカー３７に供給する。
【００３６】
　制御部３３は、メモリ３９に格納されているプログラムを実行することにより、ディス
プレイ装置３０の各部を制御するものであり、例えば、マイコンやＣＰＵ等である。
【００３７】
　ＰＲＯＭ３４には、表示部３２で表示可能な解像度および垂直周波数の組合せに関する
情報を含むＥＤＩＤが予め記憶されている。ＥＤＩＤは、ＤＤＣラインを介して、ＡＶア
ンプ１の制御部７によって読み出される。
【００３８】
　以下、ＡＶアンプ１の制御部７による出力解像度および出力垂直周波数の組合せを決定
する処理を説明する。図２に示すように、制御部７は、ＨＤＭＩデータが入力されている
か否かを判断する（Ｓ１）。これは、ＨＤＭＩ受信部２からの通知によって判断すること
ができる。ＨＤＭＩデータが入力されている場合（Ｓ１でＹＥＳ）、制御部７は、映像デ
ータの経路を、ＨＤＭＩ受信部２－映像処理部４－ＨＤＭＩ送信部５となるように切換え
る（Ｓ２）。ＨＤＭＩデータが入力されていない場合（Ｓ１でＮＯ）、制御部７は、映像
データの経路を、ビデオデコーダ３－映像処理部４－ＨＤＭＩ送信部５となるように切換
える（Ｓ３）。
【００３９】
　制御部７は、現在、映像処理部４に入力されている映像データの解像度および垂直周波
数の組合せに関する情報を、映像処理部４に検出させ、映像処理部４から取得し、メモリ
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８に保存する（Ｓ４）。制御部７は、ＤＤＣラインを介して、ディスプレイ装置３０のＰ
ＲＯＭ３４からＥＤＩＤを取得し、ＥＤＩＤに含まれているディスプレイ装置３０で表示
可能な解像度および垂直周波数の組合せに関する情報を読み出し、メモリ８に保存する（
Ｓ５）。
【００４０】
　制御部７は、ＥＤＩＤから読み出した解像度および垂直周波数の組合せの中に、ＡＶア
ンプ１が変換可能な（つまりメモリ８に予め記憶されている）４Ｋ２Ｋ（3840x2160 30Hz
、3840x2160 25Hz、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hz）のいずれかが含まれているか否か
を判断する（Ｓ６）。
【００４１】
　含まれている場合（Ｓ６でＹＥＳ）、制御部７は、現在、映像処理部４に入力されてい
る映像データの解像度および垂直周波数の組合せ、および、ＥＤＩＤから読み出した解像
度および垂直周波数の組合せに基づいて、出力解像度および出力垂直周波数の組合せを決
定する処理を実行する（Ｓ７）。
【００４２】
　含まれていない場合（Ｓ６でＮＯ）、制御部７は、ＥＤＩＤから読み出した解像度およ
び垂直周波数の組合せの中から、ディスプレイ装置３０によって推奨されている解像度お
よび垂直周波数の組合せを、出力解像度および出力垂直周波数の組合せとして決定する（
Ｓ８）。
【００４３】
　Ｓ７の詳細を図３～図５を参照して説明する。制御部７は、現在、映像処理部４に入力
されている映像データの垂直周波数が６０Ｈｚであるか否かを判断する（Ｓ１１）。６０
Ｈｚである場合（Ｓ１１でＹＥＳ）、制御部７は、４Ｋ２Ｋの垂直周波数の中で、６０Ｈ
ｚを除算すると整数である２になる値、つまり３０Ｈｚが出力垂直周波数として最適であ
ると判断する。図６に示すように、垂直周波数を（ａ）６０Ｈｚから（ｂ）３０Ｈｚに変
換する場合、２つのフレームを結合させて、１つのフレームを生成すればよいので、フレ
ームの生成処理を簡易にすることができ、かつ、滑らかな映像データを生成することがで
きるからである。４Ｋ２Ｋの中で、垂直周波数が３０Ｈｚであるのは、3840x2160 30Hzで
ある。
【００４４】
　従って、制御部７は、ディスプレイ装置３０が3840x2160
30Hzの映像データを表示できるか否かを判断する（Ｓ１２）。つまり、ＥＤＩＤから読み
出した解像度および垂直周波数の組合せの中に、3840x2160 30Hzが存在するか否かが判断
される。3840x2160
30Hzが存在する場合（Ｓ１２でＹＥＳ）、制御部７は、出力解像度および出力垂直周波数
の組合せとして、3840x2160 30Hzを設定する（Ｓ１３）。
【００４５】
　3840x2160 30Hzが存在しない場合（Ｓ１２でＮＯ）、制御部７は、出力解像度および出
力垂直周波数の組合せとしてその他の４Ｋ２Ｋを設定する（Ｓ１４）。詳細には、４Ｋ２
Ｋのうち、出力解像度および出力垂直周波数の組合せとしてデフォルト（所定）の3840x2
160 24Hzが設定される。これは、ディスプレイ装置３０が４Ｋ２Ｋに対応している場合、
3840x2160 24Hzには必ず対応していると考えられるからである。
【００４６】
　Ｓ１１において、解像度が６０Ｈｚでない場合（Ｓ１１でＮＯ）、Ｓ２１に進む。図４
に示すように、制御部７は、現在、映像処理部４に入力されている映像データの垂直周波
数が５０Ｈｚであるか否かを判断する（Ｓ２１）。５０Ｈｚである場合（Ｓ２１でＹＥＳ
）、制御部７は、４Ｋ２Ｋの垂直周波数の中で、５０Ｈｚを除算すると整数である２にな
る値、つまり２５Ｈｚが出力垂直周波数として最適であると判断する。垂直周波数を５０
Ｈｚから２５Ｈｚに変換する場合、２つのフレームを結合させて、１つのフレームを生成
すればよいので、フレームの生成処理が簡易であり、かつ、滑らかな映像データを生成す
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ることができるからである。４Ｋ２Ｋの中で、垂直周波数が２５Ｈｚであるのは、3840x2
160 25Hzである。
【００４７】
　従って、制御部７は、ディスプレイ装置３０が3840x2160
25Hzの映像データを表示できるか否かを判断する（Ｓ２２）。つまり、ＥＤＩＤから読み
出した解像度および垂直周波数の組合せの中に、3840x2160 25Hzが存在するか否かが判断
される。3840x2160
25Hzが存在する場合（Ｓ２２でＹＥＳ）、制御部７は、出力解像度および出力垂直周波数
の組合せを3840x2160 25Hzとして設定する（Ｓ２３）。
【００４８】
　3840x2160 25Hzが存在しない場合（Ｓ２２でＮＯ）、制御部７は、出力解像度および出
力垂直周波数の組合せとしてその他の４Ｋ２Ｋを設定する（Ｓ２４）。詳細には、４Ｋ２
Ｋのうち、出力解像度および出力垂直周波数の組合せとしてデフォルトの3840x2160 24Hz
が設定される。
【００４９】
　Ｓ２１において、垂直周波数が５０Ｈｚでない場合（Ｓ２１でＮＯ）、Ｓ３１に進む。
図５に示すように、制御部７は、現在、映像処理部４に入力されている映像データの垂直
周波数が２４Ｈｚであるか否かを判断する（Ｓ３１）。２４Ｈｚである場合（Ｓ３１でＹ
ＥＳ）、制御部７は、２４Ｈｚを除算すると整数である１になる値、つまり２４Ｈｚが出
力垂直周波数として最適であると判断する。垂直周波数を変換しないので、滑らかな映像
データを生成することができるからである。ＡＶアンプ１が変換できる４Ｋ２Ｋの中で、
垂直周波数が２４Ｈｚであるのは、3840x2160 24Hz、4096x2160 24Hzである。２つ存在す
るので、解像度が高い方の4096x2160 24Hzが優先的にディスプレイ装置３０で表示できる
か否かが判断される。
【００５０】
　制御部７は、ディスプレイ装置３０が4096x2160
24Hzの映像データを表示できるか否かを判断する（Ｓ３２）。つまり、ＥＤＩＤから読み
出した解像度および垂直周波数の組合せの中に、4096x2160 24Hzが存在するか否かが判断
される。4096x2160
24Hzが存在する場合（Ｓ３２でＹＥＳ）、制御部７は、出力解像度および出力垂直周波数
の組合せとして4096x2160 24Hzを設定する（Ｓ３３）。
【００５１】
　4096x2160 24Hzが存在しない場合（Ｓ３２でＮＯ）、制御部７は、出力解像度および出
力垂直周波数の組合せとしてデフォルトの3840x2160 24Hzを設定する（Ｓ３４）。Ｓ３１
において、垂直周波数が２４Ｈｚでない場合（Ｓ３１でＮＯ）、制御部７は、出力解像度
および出力垂直周波数の組合せとしてデフォルトの3840x2160 24Hzを設定する（Ｓ３４）
。
【００５２】
　以上のように、本実施形態によると、入力される映像データ、および、映像受信装置が
対応している解像度および垂直周波数の組合せに応じて、最適な出力解像度および出力垂
直周波数の組合せを設定することができる。
【００５３】
　なお、本発明の映像処理装置はＡＶアンプ１以外にも適用可能であり、例えば、ディス
プレイ装置にＢＤプレーヤ等のソース機器が直接接続される場合、ＢＤプレーヤにも適用
することもできる。
【００５４】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこれらの実施形態には限定さ
れない。また、ＢＤプレーヤ、ＡＶアンプ、ディスプレイ装置の上記動作をコンピュータ
に実行させるためのコンピュータプログラムおよびこれを記録した記録媒体という形態で
提供されてもよい。
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【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明は、ＡＶアンプやＢＤプレーヤ等に好適に採用され得る。
【符号の説明】
【００５６】
　１　　　　　　　ＡＶアンプ
　２　　　　　　　ＨＤＭＩ受信部
　３　　　　　　　ビデオデコーダ
　４　　　　　　　映像処理部
　５　　　　　　　ＨＤＭＩ送信部
　６　　　　　　　音声処理部
　７　　　　　　　制御部
　８　　　　　　　メモリ
　９　　　　　　　操作表示部
　１０　　　　　　ＨＤＭＩ入力端子
　１１　　　　　　アナログ映像入力端子
　１２　　　　　　ＨＤＭＩ出力端子
　２０Ａ　　　　　ＢＤプレーヤ
　２０Ｂ　　　　　ＢＤプレーヤ
　３０　　　　　　ディスプレイ装置
　３１　　　　　　ＨＤＭＩ受信部
　３２　　　　　　表示部
　３３　　　　　　制御部
　３４　　　　　　ＰＲＯＭ
　３５　　　　　　操作部
　３６　　　　　　音声処理部
　３７　　　　　　スピーカー
　３８　　　　　　ＨＤＭＩ入力端子
　３９　　　　　　メモリ
　６０　　　　　　スピーカー
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